
７
月
29
～
30
日
、
「
中
国

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
『
医
療
介
護

交
流
集
会
』
」
を
今
治
市
で

開
催
し
６
県
39
人
が
参
加
。

１
日
目
全
体
会
は
、
井
上
雄

基
弁
護
士
が
『
医
療
介
護
現

場
で
の
労
働
時
間
』
と
題
し
、

法
律
・
判
例
を
元
に
医
療
介

護
現
場
特
有
の
問
題
に
つ
い

て
講
演
。
参
加
者
か
ら
「
労

基
署
の
活
用
の
方
法
」
や

「
自
宅
待
機
時
呼
び
出
し
の

通
勤
時
間
」
な
ど
質
問
が
時

間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
出
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
職
場
や
単
組
活

動
の
報
告
が
あ
り
、
質
問
に

答
え
る
形
で
状
況
と
活
動
を

交
流
。
２
日
目
は
、
①
看
護

の
質
・
労
働
実
態
、
②
介
護

職
員
労
働
実
態
、
③
非
正
規

労
働
・
組
織
拡
大
強
化
の
分

科
会
を
開
催
。
総
務
省
の

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
問
題

点
や
活
用
方
法
、
自
治
労
連

共
済
「
特
別
重
点
支
援
措
置
」

を
活
用
中
の
津
島
吉
田
病
院

局
労
組
の
「
共
済
を
活
用
し

た
組
織
拡
大
」
な
ど
交
流
し

ま
し
た
。

８
月
５
日
、
「
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
現
業
評
夏
季
交
流
集
会
」

を
松
山
市
で
開
催
し
４
県
32

人
が
参
加
。
村
松
つ
ね
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
こ
こ
ろ
塾
』

塾
長
）
の
『
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
対
策
と
対
応
』
の
講
演

で
は
「
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
と

ス
ト
レ
ス
反
応
」
「
う
つ
病

の
人
へ
の
接
し
方
」
「
相
談

を
受
け
る
人
の
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
」
な
ど
、
自
分
と
職
場
で

思
い
あ
た
る
こ
と
が
多
く
、

「
そ
う
そ
う
」
と
頷
け
る
実

践
的
な
話
で
し
た
。
活
動
交

流
で
は
４
県
10
単
組
の
職
場

実
状
な
ど
単
組
活
動
を
交
流
。

正
規
採
用
要
求
が
共
通
す
る

と
同
時
に
、
非
正
規
募
集
に

も
応
募
が
な
く
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
維
持
継
続
の
た
め
に
非

正
規
改
善
と
正
規
採
用
が
不

可
欠
な
状
況
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
休
憩
後
、
酒
井
た
み
さ

ん
（
愛
媛
医
療
生
協
運
動
サ

ポ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
「
腰
痛

体
操
＆
タ
オ
ル
体
操
」
で
、

身
体
チ
ェ
ッ
ク
と
少
し
汗
ば

む
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
最
後
は
、
現
業
評
役
員

が
買
い
集
め
て
き
た
「
松
山

市
内
有
名
店
ス
イ
ー
ツ
＆
ケ
ー

キ
バ
イ
キ
ン
グ
」
を
実
施
。

参
加
者
全
員
が
１
人
３
個
ま

で
の
ス
イ
ー
ツ
を
セ
レ
ク
ト

し
、
飲
み
物
と
一
緒
に
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
歓
談
。
女
性
だ

け
で
な
く
男
性
に
も
好
評
で

し
た
。

■
7
月
24
・
25
・
26
日
の
３

日
間
、
今
年
６
回
目
の
「
保

育
部
会
自
治
体
訪
問
懇
談
」

を
行
い
、
保
育
部
会
役
員
と

当
該
保
育
士
、
単
組
役
員
の

27
人
が
参
加
。
全
県
で
保
育

士
不
足
、
非
正
規
へ
の
応
募

が
な
い
こ
と
な
ど
が
共
通
す

る
な
か
、
今
年
も
全
県
20
市

町
か
ら
集
め
た
「
ア
ン
ケ
ー

ト
一
覧
表
」
と
正
規
採
用
増
、

非
正
規
待
遇
改
善
、
書
類
の

簡
素
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

保
育
の
た
め
に
保
育
士
確
保

と
働
き
や
す
い
職
場
へ
「
要

望
書
」
を
携
え
て
各
担
当
課

と
懇
談
し
、
現
場
の
声
を
伝

え
ま
し
た
。

■
８
月
９
日
「
県
子
育
て
支

援
課
懇
談
」
に
は
７
単
組
11

人
が
参
加
。
支
援
課
か
ら
、

昨
年
11
月
実
施
の
「
書
類
見

直
し
な
ど
の
市
町
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
「
『
県
市
町
連
携
事

業
』
の
ひ
と
つ
と
し
て
保
育

士
負
担
軽
減
を
進
め
る
た
め

に
実
施
し
た
。
各
市
町
か
ら

の
意
見
集
約
で
監
査
に
関
わ

る
も
の
が
多
く
、
今
年
７
月

に
様
式
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
監
査
グ
ル
ー
プ
な
ど
と

の
対
話
も
考
え
て
い
る
」

「
保
育
士
は
相
変
わ
ら
ず
不

足
。
就
学
資
金
援
助
、
潜
在

保
育
士
復
職
一
時
金
、
保
育

料
貸
付
金
、
雇
上
費
貸
付
事

業
な
ど
実
施
し
て
い
る
。
負

担
軽
減
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
考
え

て
い
る
」
な
ど
見
解
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
監
査
実
態
は
上
意
下
達
で

県
の
認
識
と
ず
れ
て
い
る
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
保
育
現
場
に

は
不
向
き
」
な
ど
現
場
実
態

が
出
さ
れ
、
支
援
課
よ
り

「
現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。
意
見
は
監
査
グ

ル
ー
プ
や
地
方
局
に
伝
え
る
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

■
8
月
26
～
29
日
、
埼
玉
県

で
の
「
自
治
労
連
第
39
回
全

国
大
会
」
に
の
べ
約
３
千
人

（
愛
媛
実
参
加
33
人
）
が
参

加
。
27
日
「
定
期
大
会
」
１

日
目
に
新
規
加
入
組
合
が
承

認
さ
れ
、
内
子
社
協
労
組

（
コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
）
が

『
自
治
労
連
組
合
旗
』
を
受

け
ま
し
た
。
（
写
真
上
）

■
９
月
２
日
、
松
山
市
で
の

「
愛
媛
労
連
第
29
回
定
期
大

会
」
に
90
人
（
う
ち
県
本
部

32
人
）
が
参
加
。
発
言
で
は

四
国
中
央
・
西
条
・
今
治
・

内
子
社
協
・
西
予
・
宇
和
島

病
院
の
単
組
活
動
が
紹
介
さ

れ
、
松
山
市
・
久
万
高
原
町
・

大
洲
市
の
地
域
づ
く
り
の
課

題
・
と
り
く
み
を
報
告
。

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
・
格
差
是
正
、
地
域
活
性

化
・
定
住
促
進
を
め
ざ
そ
う
」

「
存
在
感
の
あ
る
運
動
を
つ

く
り
、
組
織
拡
大
で
前
進
し

よ
う
」
な
ど
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
（
写
真
下
）

（１） 第４８８号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ９月１５日

第 ４８８ 号

日 程

【９月】
16 県本部拡大執行委員会・

「秋の重点要求学習」
16 東予総支部総会
16 中予総支部総会
16 宇和島地域医療市民の会
19 県町村会長〔愛南町長〕

要請
19 町村職評総会総会
21 県人事委員会要請
27 県市長会長〔八幡浜市長〕

要請

【10月】
１ 自治体退職者の会総会

上旬 県人事委員会勧告
11 久万高原町職定期総会
13 津島吉田病労定期大会
14 医療介護評幹事会
19 憲法・いのち・社会保障

守る国民集会（東京）
21 県本部拡大執行委員会・

「県勧告・統一要求討議」
21 女性部幹事会
21 社福評保健師部会幹事会
22 保育部会幹事会

〔東 京 2 3 区〕地域手当20％＋本府省手当（係員４％相当額、係長６％相当額、課長補佐８％相当額）

※最低賃金Ａランク:16年932円→17年958円（＋26円）

〔四 国 内〕 【香川県】地域手当…高松６％、坂出３％ ※最低賃金Ｃランク:16年742円→17年766円（＋24円）

【徳島県】地域手当…徳島･鳴門･阿南３％ ※最低賃金Ｃランク:16年716円→17年740円（＋24円）

【愛媛県】地域手当なし ※最低賃金Ｄランク:16年717円→17年739円（＋22円）

【高知県】地域手当なし ※最低賃金Ｄランク:16年715円→17年737円（＋22円）

※厚生労働省の最低賃金審議会は、地方をABCDランク分けし、2017年度

の地域最賃をＡ26円・Ｂ25円・Ｃ24円・Ｄ22円引き上げを答申。

※四国４県は、去年まで香川県のみＣランクだったが、今年徳島県も

Ｃランクとなり、Ｄランクの愛媛県を追い越す最低賃金改定となる。



西
予
市
職
労
は
８
月
４
日

「
女
性
部
交
流
会
」
を
開
催

し
25
人
（
う
ち
新
採
３
人･

男
性
１
人
和
気
委
員
長
）
が

参
加
。
兵
頭
女
性
部
長
が

「
職
場
や
職
種
の
違
い
か
ら
、

日
頃
は
交
流
の
機
会
が
少
な

い
人
も
多
い
、
今
日
の
こ
の

機
会
が
今
後
の
仕
事
に
も
生

か
せ
る
交
流
会
と
な
り
ま
す

よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。
会

が
盛
り
上
が
っ
た
頃
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
景

品
が
当
た
っ
た
順
に
自
己
紹

介
、
「
新
採
で
す
が
子
育
て

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
す
」

「
初
め
て
の
支
所
勤
務
で
30

分
か
け
て
車
で
通
勤
し
て
い

ま
す
」
な
ど
自
己
ア
ピ
ー
ル

し
、
和
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
活
動
案
と
し

て
、
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
＝
自

分
と
相
手
を
大
切
に
す
る
表

現
技
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
治
市
職
給
食
部
会
は
８

月
28
・
30
日
「
職
場
オ
ル
グ
」

を
実
施
。
５
月
の
「
地
公
法

改
正
」
を
報
告
し
、
組
合
で

今
年
秋
か
ら
職
場
の
声
を
集

め
て
運
動
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
給

食
部
会
役
員
か
ら
「
給
食
部

会
の
長
年
要
求
で
少
し
ず
つ

非
正
規
の
待
遇
が
改
善
さ
れ

た
。
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
言
わ
な
い

と
理
事
者
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
組
合

加
入
を
訴
え
、
「
９
／
23
し
ゃ

べ
り
場
」
へ
の
参
加
も
よ
び

か
け
ま
し
た
。
両
日
と
も
職

場
の
正
規
調
理
員
も
参
加
し
、

「
組
合
が
あ
る
か
ら
待
遇
の

維
持
・
改
善
も
さ
れ
て
い
る
。

資
料
な
ど
も
み
て
加
入
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
今

回
の
調
理
場
以
外
で
も
、
職

場
の
組
合
員
が
声
を
か
け
臨

時
調
理
員
２
人
が
組
合
加
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
働
組

合
は
８
月
18
日
、
毎
年
恒
例

の
「
青
年
部
新
入
組
合
員
歓

迎
会
」
を
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ホ

テ
ル
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
催

し
21
人
（
う
ち
新
組
合
員
４

人
）
が
参
加
。
参
加
を
よ
び

か
け
る
中
で
、
歓
迎
会
の
前

日
、
８
月
１
日
に
正
規
採
用

の
20
代
の
管
理
栄
養
士
さ
ん

が
職
場
友
人
の
勧
誘
で
組
合

加
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
に
急
遽
参
加
し
て

く
れ
た
新
採
さ
ん
も
。
技
師

さ
ん
の
参
加
が
多
く
、
看
護

師
や
い
ろ
ん
な
職
種
を
交
え

て
、
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し

た
。
「
ま
た
来
年
も
参
加
し

ま
す
」
と
の
声
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
若
い
チ
カ
ラ
で
組

合
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

８
月
９
日
、
松
山
市
内
で

の
『
「
平
和
の
使
者
」
千
羽

鶴
を
海
外
へ
送
る
つ
ど
い
』

に
約
30
人
が
参
加
。
平
和
行

進
県
実
行
委
員
会
が
90
年
か

ら
毎
年
開
催
し
、
28
年
目
の

今
年
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
和
活

動
団
体
に
約
15
万
羽
を
送
り

ま
し
た
（
合
計
31
カ
国
84
団

体
へ
４
２
８
万
８
千
羽
を
送

付
）
。
被
爆
者
の
岡
本
教
義

さ
ん
の
体
験
「
14
歳
当
時
広

島
の
金
輪
島
に
い
て
巨
大
な

き
の
こ
雲
を
み
た
。
け
が
人

の
救
護
に
あ
た
り
、
人
間
の

断
末
魔
を
見
た
。
こ
ん
な
体

験
は
し
て
ほ
し
く
な
い
が
想

像
は
し
て
ほ
し
い
」
を
聞
き

ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
８
月
17
日

か
ら
「
職
場
懇
談
会
」
を
ス

タ
ー
ト
。
例
年
９
月
～
10
月

予
定
を
『
え
ひ
め
国
体
』
の

た
め
早
め
ま
し
た
。
８
月
22

日
昼
休
み
の
「
職
場
懇
談
会
」

に
は
10
人
が
参
加
。
参
加
者

か
ら
職
場
の
様
子
を
聞
き
、

「
仕
事
の
状
況
・
人
間
関
係
」

「
残
業
・
休
暇
」
な
ど
、
参

加
者
全
員
に
発
言
し
て
も
ら

い
、
質
問
も
交
え
な
が
ら
懇

談
し
、
次
の
声
（
抜
粋
要
約
）

が
あ
り
ま
し
た
。
「
当
日
の

残
業
は
課
長
か
ら
聞
き
取
り

が
あ
り
、
『
や
る
な
ら
手
当

を
つ
け
る
』
と
言
わ
れ
る
」

「
昔
は
残
業
し
て
ナ
ン
ボ
と

い
う
風
潮
が
あ
っ
た
が
、
管

理
職
が
帰
り
や
す
い
雰
囲
気

を
つ
く
る
か
で
だ
い
ぶ
違
う

気
が
す
る
。
管
理
職
が
『
休

み
を
取
る
、
早
く
帰
る
』
と

部
下
が
『
休
み
や
す
い
、
帰

り
や
す
い
』
。
夏
休
は
取
れ

て
い
る
が
有
給
部
分
は
取
れ

て
い
な
い
」
な
ど
。
「
職
場

懇
談
会
」
は
部
署
ご
と
に
９

月
末
ま
で
実
施
し
ま
す
。

内
子
町
職
は
８
月
23
日
か

ら
『
職
場
オ
ル
グ
』
を
ス
タ
ー

ト
。
23
日
は
組
合
員
と
執
行

部
の
24
人
が
参
加
し
、
「
17

人
事
院
勧
告
」
に
つ
い
て
担

当
執
行
委
員
が
説
明
。
「
自

治
労
連
共
済
」
に
つ
い
て
も

説
明
し
加
入
を
よ
び
か
け
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
４
月

新
規
採
用
で
仕
事
に
も
慣
れ

て
き
た
。
相
談
し
や
す
い
職

場
で
働
き
や
す
い
」
と
い
っ

た
発
言
や
「
課
内
に
休
職
者

が
い
て
大
変
。
各
担
当
の
仕

事
量
に
つ
い
て
も
考
え
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
、
竹
内
委
員
長
か
ら
「
今

後
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
要
求
書
へ
反
映
し
た
い
。

ま
た
『
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
』

も
実
施
し
、
そ
の
結
果
も

『
秋
の
要
求
書
』
に
反
映
し

て
い
き
た
い
」
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。
『
職
場
オ
ル
グ
』

は
９
月
４
日
ま
で
全
６
回
実

施
し
ま
し
た
。

■
今
年
の
夏
も
自
分
の
部
屋

は
エ
ア
コ
ン
な
し
で
過
ご
し

ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
湿
気

が
体
に
堪
え
て
き
た
の
で
、

来
年
は
心
身
の
た
め
に
も
部

屋
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
よ
う

か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
同
僚
か
ら
「
意
外
と
良
く

当
た
る
の
よ
」
と
聞
き
、
初

め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
ビ

ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
っ
て
、
あ

る
か
な
～
。

（
周
桑
病
院
・
佐
伯
）

■
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
初
挑

戦
し
完
走
。
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
、

緊
張
す
る
け
ど
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
『
こ
れ
で
い
い
の
だ
』
。

赤
塚
不
二
夫
さ
ん
が
漫
画
の

中
で
幾
度
も
く
り
返
し
て
き

た
言
葉
。
現
実
は
思
い
通
り

に
い
か
な
い
こ
と
ば
か
り
、

『
こ
れ
で
よ
く
な
い
の
だ
』

の
連
続
。
だ
け
ど
試
し
て
み

る
価
値
は
あ
る
…
「
あ
な
た

は
あ
な
た
で
い
い
の
だ
」
と

あ
な
た
の
人
生
を
大
事
に
生

き
て
ほ
し
い
。
私
の
人
生
の

教
科
書
の
１
ペ
ー
ジ
で
す
。

（
西
条
・
杉
）

■
問
題
を
作
成
さ
れ
た
方
が

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

（
宇
和
島
津
島
・
清
水
）

■
中
学
校
の
同
窓
会
に
い
っ

て
き
ま
し
た
。
斉
藤
和
義
の

「
ず
っ
と
好
き
だ
っ
た
ん
だ

ぜ
」
を
歌
お
う
か
と
思
っ
て

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
空
気
で

は
な
く
、
25
年
ぶ
り
に
会
う

同
級
生
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
て
、
自
分
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８８号 ２０１７年 ９月１５日

■
４
８
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ア
カ
ツ
カ
フ
ジ
オ
」

（
赤
塚
不
二
夫
）
で
し
た
。

正
解
は
７
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

小
林

弘
樹
（
津
島
吉
田
）

山
岡

昭
彦
（
四
国
中
央
）

白
石

聡
（
今

治
）

佐
伯
さ
ゆ
り(

周
桑
病
院)

竹
田

純
子
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
10
月
27
日
【
発

表
】
４
９
０
号
（
11
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①○○○○○○⇔全角文字

④地面の下。○○○○に埋める

⑦我々ハ○○○○人ダ

⑧運命の勢いのこと。○○○○を占う

⑨思いやりをもって扱うこと。

また、ねぎらうこと

【タテのカギ】
①デネブを頂点とする北天の大星座

②○○○○○○⇔上級生

③○○秘、○○祷、○○示録

⑤廊下と廊下の間に橋のように渡す歩み板

⑥新作映画の初上映のこと

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

日
ご
ろ
見
か
け
る
明
治
の
啓
蒙
思
想
家

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


